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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
心不全患者の主要な死因である致死性不整脈の詳細な機序については未解明な点が
多いo心筋細胞のKCNH2チャネルは遅延整流カリウム電流の速い成分 (IK,) を構成
し､その機能低下は致死性不整脈疾患であるQT延長症候群と強く関連しているQしか
し近年､先天性 QT短縮症候群という病気が発見され､KCNH2チャネルの機能低下の
みならず増強によっても重症不整脈を引き起こすことが明らかにされた｡よって本研究
では心不全患者における循環血液中のKCNH2チャネル調節因子の検討を行った｡対
象症例は心不全患者 14例で､うち8例に心室性頻脈性不整脈を認めた｡KCNH2チャ
ネルを発現するHEK293細胞を2%の患者血清を加えて培養しパッチクランプ法を用
いてKCNH2電流を測定した結果､心室性頻脈性不整脈を認める患者群において有意
にKCNH2電流の増強が見られた｡以上より心不全患者の循環血液中にはKCNH2電
流活性化因子が存在 し､致死性不整脈の発症に関与していると考えられた｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､心不全患者の主要な死因である致死性不整脈の詳細な機序については未解明
な点が多い｡心筋細胞のECNH2チャネルは遅延整流カリウム電流の速い成分 (ⅠEr)
を構成し､その機能低下は致死性不整脈疾患であるQT延長症候群と強く関連している｡
本研究では心不全患者における循環血液中のECNH2チャネル調飾因子の検討を行った｡
対象症例は心不全患者 14例で､うち8例に心室性頻脈性不整脈を認めたoKCNH2チャ
ネルを発現する HEK293細胞を2%の患者血清を加えて培養しパッチクランプ法を用い
て KCNH2電流を測定した結果､心室性頻脈性不整脈を諌める患者群において有意に
ECNH2電流の増強が見られた｡以上より心不全患者の循衆血液中にはKCNH2電流活性
化因子が存在し､致死性不整脈の発症に関与している可能性を示した価値ある業唐である
と認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
